
「
第
一
回
克
雪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

五
百
円
硬
貨
が
初
め
て
発
行
さ
れ
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の

吉
水
ふ
れ
あ
い
体
育
館
）
が
完
成
し
た
昭
和
五
十
七(

一
九
八
二)

年
、
第

一
回
克
雪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
市
は
今
年
、
十
九
年
ぶ
り
の
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
過
去
に
は
、

死
者
一
人
を
出
し
た
昭
和
三
十
五(

一
九
六
〇)

年
や
昭
和
五
十
一(

一
九

七
五)

年
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
昭
和
五
十
六(

一
九
八
一)

年
の

大
雪
な
ど
の
ほ
か
、
昭
和
三
十
八(

一
九
六
三)

年
に
は
市
街
地
で
積
雪
が

四
・
四
ｍ
を
超
え
、
被
害
額
が
十
五
億
円
に
上
っ
た

豪
雪
が
発
生
し
ま

38

し
た
。
栃
尾
市
の
歴
史
は
、
水
害
や
地
震
だ
け
で
な
く
、
雪
と
の
闘
い
で

も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
昭
和
五
十
七
年
二
月
二
十
・
二
十
一
日
、
雪
を
利
用
し
楽

し
む
生
活
を
考
え
よ
う
と
、
「
雪
を
克
服
し
大
い
な
る
飛
躍
」
を
テ
ー
マ

に
克
雪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
中
央
公

園
に
は
、
商
工
会
青
年
部
と
栃
尾
高
校
野
球
部
が
九
日
間
を
費
や
し
て
、

城
を
か
た
ど
っ
た
雪
の
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、
市
民
が
民
踊
や
カ
ラ
オ

ケ
シ
ョ
ー
、
剣
舞
な
ど
を
披
露
。
さ
ら
に
総
合
体
育
館
で
は
、
克
雪
資
料

展
や
冬
の
食
物
展
な
ど
が
行
わ
れ
、
二
日
間
で
二
万
五
千
人
の
人
出
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
克
雪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
昭
和
六
十
三(

一
九
八
八)

年
に

「
遊
雪
ま
つ
り
」
と
改
称
し
、
平
成
十
二(

二
〇
〇
〇)

年
に
は
会
場
を
道

の
駅
「
Ｒ
２
９
０
と
ち
お
」
に
移
し
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

会
場
は
毎
年
、
「
雪
に
な
ん
て
負
け
ら
れ
な
い

」
と
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
子
ど
も
や
大
人
た
ち
の
歓
声
が
響
い
て
い
ま
す
。

(
出
典

昭
和
五
十
七
年
三
月
十
日
発
行
「
広
報
と
ち
お
」)

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

「
栃
尾
市
の
あ
ゆ
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

総
務
課
選
挙
広
報
係

‐
５
８
１
５
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⑮

施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 吉水ふれあい体育館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日
休 杜 々 の 森 毎週火曜日､７月20日～無休

館 ふるさと交流広場 無 休
道 院 高 原 中越大震災被害のため休業中
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 無 休

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。



各
集
落
の
復
興
に
あ
た
っ
て
は
、

一
律
の
「
復
旧
計
画
」
で
は
な
く
、

そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る
住
民
の
声
を

反
映
し
、
活
力
を
生
む｢

復
興
計
画｣

を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
、
特
に
震
源
地
に
近

い
地
区
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
住

民
の
意
見
を
聞
く
た
め
、
「
震
災
復

興
集
落
座
談
会
」
を
開
催
。
農
地
復

旧
や
除
雪
、
住
宅
再
建
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
栃
尾
市

栃
尾
市
災
害
対
策
本
部
お
よ
び
栃

尾
市
中
越
大
震
災
義
援
金
配
分
委
員

会
で
決
定
し
た
、
県
の
第
二
次
義
援

金
に
つ
い
て
は
、
六
月
二
十
九
日
に

中
越
大
震
災
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た

世
帯
主
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
し
た
。

◆
一
部
損
壊
世
帯
へ
の
義
援
金

・
補
修
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
一
律

二
万
円
を
配
分
し
ま
す
。
特
に
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

復
興
計
画
と
と
も
に
、
各
地
区
の
復

興
計
画
も
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

・
上
乗
せ
分
は
、
補
修
費
用
の
額
に

応
じ
後
日
配
分
し
ま
す
。
別
途
、

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
添
付
書
類
…
工
事
内
訳
書
、
領

収
書
▽
提
出
期
限
…
十
一
月
末
ま

で
▽
提
出
先
…
復
興
対
策
室

※
詳
し
い
内
容
は
、
被
災
世
帯
あ
て

に
送
付
し
た
「
第
二
次
災
害
義
援

金
の
配
分
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
越
大
震
災
に
よ
り
校
舎
が
被
害

を
受
け
、
西
谷
小
学
校
で
授
業
を
行

っ
て
い
る
中
野
俣
小
学
校
の
児
童
た

ち
が
五
月
二
十
八
日
、
ビ
ッ
ク
ス
ワ

ン
で
行
わ
れ
た
Ｊ
リ
ー
グ
「
新
潟
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー

VS

ジ
ャ
」
の
試
合
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
中
野
俣
小
と
西
谷
小

の
児
童
と
保
護
者
な
ど
八
十
五
人
が

観
戦
。
前
半
、
大
宮
に
先
制
さ
れ
た

も
の
の
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
が
ア

ル
ビ
の
選
手
た
ち
に
届
い
た
か
の
よ

う
に
後
半
、
エ
リ
ア
外
か
ら
の
強
烈

中
野
俣
小
児
童
を
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
の
試
合
に
招
待

な
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
り
同
点
と
な
り

ま
し
た
。

試
合
は
引
き
分
け
で
し
た
が
、
プ

ロ
の
プ
レ
ー
を
堪
能
し
た
子
ど
も
た

ち
の
顔
は
感
動
と
喜
び
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

に
い
が
た
の
木
の
家
づ
く
り
協
議

会
は
六
月
二
十
五
日
、
栗
山
沢
で

「
さ
な
ぶ
り
ベ
タ
ベ
タ
会
」
を
開
き

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
田
植
え
を
終
え
た
こ
と

を
み
ん
な
で
喜
び
合
う
風
習
「
さ
な

ぶ
り
」
で
、
心
を
し
っ
く
り
（
ベ
タ

ベ
タ
）
し
て
も
ら
お
う
と
、
同
協
議

会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る

田
中
カ
ツ
イ
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て

行
っ
た
も
の
で
す
。
参
加
し
た
人
た

ち
は
、
地
元
で
採
れ
た
ぜ
ん
ま
い
や

わ
ら
び
、
お
に
ぎ
り
な
ど
を
食
べ
な

が
ら
、
昔
話
や
孫
の
話
な
ど
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

栃
尾
お
こ
し
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も

あ
る
田
中
さ
ん
は
、
「
皆
さ
ん
が
、

栗
山
沢
で

さ
な
ぶ
り
ベ
タ
ベ
タ
会

が
ん
ば
ろ
う
の
気
持
ち
を
持
て
る
よ

う
に
お
手
伝
い
を
し
た
い
。
一
緒
に

年
を
重
ね
、
楽
し
い
栗
山
沢
に
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
栗
山
沢
区
長
の

井
田
春
一
さ
ん
も
「
仮
設
の
人
と
栗

山
沢
の
人
が
一
緒
に
な
っ
て
復
興
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

|||||広報とちお17.7.5|||||

集
落
の
活
力
を
生
む
復
興
計
画
策
定
の
た
め

震
災
復
興
集
落
座
談
会
を
開
催

六
月
二
十
九
日
に

第
２
次
義
援
金
を
振
り
込
み
ま
し
た

おいしい料理に話も弾む参加者たち

住民と意見を交わす馬場市長
(半蔵金防雪センター、６月７日)

道路の陥没や隆起に注意！
災害により市内の道路には、陥没や
隆起が見られます。
これから夏を向かえ、暑さにより道
路のアスファルトが変形し、その状況
はさらに悪くなります。
車やバイクなどで通行の際は、十分
注意しましょう。

アルビレックスを応援する子どもたち

市
は
、
昨
年
発
生
し
た
自
然
災
害

か
ら
の
復
興
を
図
る
た
め
、
復
興
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

六
月
十
四
日
と
三
十
日
の
二
回
、

栃
尾
市
復
興
計
画
検
討
委
員
会
を
開

催
。
復
興
計
画
の
骨
子
を
ま
と
め
ま

し
た
。
（
下
記
参
照
）

栃
尾
市
の
中
山
間
部
で
は
、
被
災

前
か
ら
豪
雪
や
過
疎
、
少
子
高
齢
と

い
っ
た
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
全
体
で
も
人
口
は
減
少
、
中

心
市
街
地
も
衰
退
傾
向
が
続
き
、
市

の
活
力
の
維
持
・
創
出
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

復
興
計
画
の
骨
子
に
は
、
大
き
な

被
害
を
受
け
た
中
山
間
部
の
復
旧
だ

け
で
な
く
、
都
市
の
活
力
を
創
出
す

る
復
興
を
実
現
す
る
た
め
、
生
活
の

再
建
・
再
生
、
活
力
の
再
生
、
生
活

基
盤
整
備
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
四

つ
の
基
本
方
針
を
設
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
骨
子
の
詳
し
い
内
容
は
、

復
興
対
策
室
お
よ
び
栃
尾
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(http://www.city.tochi

o.niigata.jp)

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

|||||広報とちお17.7.5|||||

栃
尾
市
復
興
計
画
の
骨
子
を
ま
と
め
ま
し
た

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

復
興
対
策
室

‐
２
１
７
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ま
で
。

【栃尾市復興計画（骨子）】
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まちの話題

白
寿
の
お
祝
い

-

まちの話題

と
ち
お
自
慢
市

- -



|||||広報とちお17.7.5|||||まちの話題

れ
ま
し
た
。

新
潟
県
を
は
じ
め
北
信
越
五
県

の
剣
士
た
ち
約
三
百
人
が
出
場
し
、

一
瞬
の
動
き
に
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま

す
激
し
い
試
合
を
展
開
。
県
内
外

か
ら
詰
め
掛
け
た
大
勢
の
観
客
は
、

選
手
た
ち
の
熱
い
戦
い
に
大
き
な

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
栃
尾
市
か
ら

も
精
鋭
四
人
が
参
加
。
一
本
が
決

ま
る
と
、
ひ
と
際
大
き
な
拍
手
が

沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。(

結

果
は
、
は
な
ま
る)

｢
信
用
金
庫
の
日｣

の

六
月
十
五
日
、
長
岡
信

用
金
庫
の
渡
辺
良
雄
常

務
理
事
と
五
十
嵐
泰
三

栃
尾
支
店
長
が
市
役
所

を
訪
れ
、
エ
ア
ロ
バ
イ

ク
や
血
圧
計
な
ど
（
四

十
万
円
）
を
市
に
寄
贈

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
金
庫
が

地
域
の
社
会
福
祉
や
教

育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
に
対
し
て
助
成
す
る
、｢

長

岡
し
ん
き
ん
地
域
振
興
基
金
事
業｣

の
一
環
と
し
て
寄
贈
い

た
だ
い
た
も
の
で
、
総
合
体
育
館
で
利
用
で
き
ま
す
。

外山助役に目録を渡す渡辺常務理事

中
央
保
育
所
で
、
市
交
通
指
導
員
に
よ
る
幼

児
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
練
習

し
た
後
、
ク
イ
ズ
で
信
号
の
色
や
標
識
を
学
習
。

み
ん
な
で
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
と
誓
い
ま

し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
、
保
護
者
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
二
十
三
人
も
参
加
。
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。

中央保育所で

幼児交通安全教室 ６／22

第43回北信越
高等学校剣道大会

車が来ないか確認する
園児とおばあちゃん

日
ご
ろ
の
研
究
成
果
を
発
表

６
／

・
18

19

と
ち
お
市
民
芸
術
祭

文
化
協
会(
石
井
正
秀
会
長)

は
、
お
り
な
す
で
と
ち
お
市
民

芸
術
祭
を
開
催
。
三
十
八
団
体

の
会
員
と
市
民
が
、
日
ご
ろ
の

研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

美
の
祭
典
で
は
、
日
本
画
を

は
じ
め
書
道
、
写
真
、
工
芸
・

版
画
・
彫
塑
な
ど
七
部
門
で
作

品
を
展
示
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
、

「
す
ば
ら
し
い
」
と
感
嘆
の
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た

二
十
日
の
芸
能
祭
り
で
は
、

踊
り
や
民
謡
、
書
道
吟
の
ほ
か
、

大
正
琴
の
演
奏
な
ど
見
事
な
腕

前
を
披
露
。
会
場
に
詰
め
掛
け

た
観
客
た
ち
か
ら
、
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

栃尾民栄会 美しいてまりに見入る来訪者

栃尾城山吟詠会と栃尾書道会

長
岡
信
用
金
庫
が

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど
を
寄
贈

六
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
の
三
日

間
、
総
合
体
育
館
で
、
第
四
十
三
回

北
信
越
高
等
学
校
剣
道
大
会
が
行
わ

気合いの入った打ち合いをする
女子個人戦

約
三
百
人
の
高
校
生
剣
士
た
ち
が

出
場
し
た
開
会
式

大正琴さざんか

-



- -



お

ら

- -



-

教
室
・
講
座

そ
の
他

▲
▲
▲
▲

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

-



栃
尾
市
で
は
８
月
７
日
を
七
日
盆

な

の

か

ぼ

ん

と
呼
び
、
そ
の
日
の
早
朝
に
市
内
の

河
原
で
石
を
積
む
「
石
積
み
」
の
民

俗
行
事
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
行
事
は
、
親
よ
り
早
く
死
ん

だ
子
ど
も
た
ち
の
霊
が
毎
日
賽
の
河

さ

い

原
で
石
積
み
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
た

め
、
七
日
盆
で
子
ど
も
た
ち
の
霊
が

休
む
と
さ
れ
る
７
日
の
朝
に
、
こ
の

世
に
生
き
る
肉
親
た
ち
が
子
ど
も
た

ち
の
霊
に
代
わ
っ
て
石
を
積
み
、
一

日
も
早
く
極
楽
浄
土
へ
行
け
る
よ
う

に
と
願
っ
て
始
め
た
も
の
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

以
前
は
市
内
全
域
で
行
わ
れ
て
い

た
行
事
で
す
が
、
近
年
は
一
部
の
地

域
で
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。栃

尾
の
伝
統
行
事
を
次
の
世
代
に

伝
え
る
た
め
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。

８
月
７
日

５
時
こ
ろ
〜

と

き

（日）

平
橋
〜
巻
渕
橋
ま
で
の
間

と
こ
ろ

の
河
原

と
ち
お
の
石
積
み
実
行
委

問
合
せ

員
会
事
務
局
・
生
涯
学
習
課

52

‐
２
０
２
０

児
童
の
親
睦
と
体
力
向
上
を
図
る

｢

少
年
す
も
う
大
会｣

を
開
催
し
ま
す
。

９
月
４
日

競
技
９
時
〜

と

き

（日）

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

団
体
・
個
人
・
３
人
ぬ
き

種

目

▽
団
体
…
チ
ー
ム
編
成

参
加
資
格

は
、
原
則
と
し
て
町
内
単
位
で
、

同
一
町
内
か
ら
は
２
チ
ー
ム
ま
で
。

４
年
生
１
人
、
５
・
６
年
生
各
２

人
の
計
５
人
▽
個
人
・
３
人
ぬ
き

…
市
内
在
住
の
４
年
生
以
上

７
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

25

（月）

ら
８
月

日

ま
で
に
総
合
体
育

16

（火）

館

‐
５
５
７
１

52

第

回
40

少
年
す
も
う
大
会

くん斎藤 那生
な お

（谷内１）
７月12日
４カ月児
健診会場で

□乳幼児健診
保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町2-2-23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳児歯
科健診、３歳児歯科健診では、
健診前に歯を磨いておいてく
ださい。また、希望者にフッ
素塗布を実施します。
※母子手帳、問診票を忘れずに持
参してください。

平成17年

７.18

健 診 名 月 日 対象者生年月
16年12月生まれ

７ カ 月 児 健 診 ８月12日(金)
17年１月生まれ
15年12月生まれ

１歳６カ月児健診 ８月11日(木) 16年１月生まれ
２歳児歯科健診 ８月18日(木) 15年７月生まれ
３歳児歯科健診 ８月18日(木) 14年７月生まれ
３ 歳 児 健 診 ８月10日(水) 14年3･4月生まれ

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

種 類 月 日 対象者生年月
Ｂ Ｃ Ｇ 17年５月生まれ８月25日(木)
※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測っていただきます）

※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読
んできてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
８月23日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時
◎子育てについて相談のある人は、おいでください。

保健師、助産師、母子保健推進員相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
８月24日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
事前に保健福祉課まで連絡ください。 52-5836

□心の悩み精神保健相談
８月12日(金）午後２時～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町2-2-23）会 場 ▼

長岡地域振興局健康福祉環境部問合せ ▼

33-4931
※事前に予約ください。

｢

石
積
み｣

に
参
加
く
だ
さ
い

栃
尾
の
伝
統
行
事

昨
年
の
石
積
み
の
様
子
。
市
外
か
ら

も
多
く
の
人
た
ち
が
参
加
し
、
石
積

み
を
体
験
し
ま
し
た

人口 ２３,９７１人 男 １１,６９６人 女 １２,２７５人 世帯数 ７,４２７
市のようす

６月末現在

８
月
７
日

受
付
９
時
〜

と

き

（日）

（
小
雨
決
行
）

栃
尾
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー

と
こ
ろ

ク
（
栃
堀
）

小
学
生
ま
た
は
そ
の
家
族

対

象

(

低
学
年
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と)

五
百
円
（
当
日
八
百
円
）

参
加
費

８
月
５
日

ま
で
に
参
加

申
込
み

（金）

費
を
添
え
て
市
内
協
力
釣
具
店

危
険
防
止
の
た
め
、
素
足

そ
の
他

で
川
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ぬ
れ
て
も
い
い
服
装
で
参
加
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

刈
谷
田
漁
業
協
同
組
合

ニ
ジ
マ
ス

つ
か
み
ど
り
大
会

長 岡 圏 域
イベント情報
http://www.kouiki.nagaoka.niigata.jp

①期日②会場③問合せ先

【長岡市】
①８月12日(金)▽ サマーナイトプレゼンツ

～21日(日)②越後丘陵公園③公園管理セン
ター 47-8001

①８月21日(日)▽ リリックあそびの国2005
②③リリックホール 29-7715
講演会「弥生高地性集落から前期古墳▽

①８月27日(土)13時30分～②③県立歴へ」
史博物館 47-6135

①８月７日(日)②中之島▽ 中之島夏まつり
支所周辺③中之島支所地域振興課 61-201
0

①８月15日(月)・16日(火)②▽ 三島まつり
三島まつり広場（三島中央公園）、黒川左
岸堤防（桜づつみ）③三島支所産業課 42
-2221

①８月２日(火)・３日（水）▽ 牛の角突き
13時～②長岡臨時闘牛場（東山ファミリー
ランド）③山古志支所産業課 46-1504

①８月20日(土)②長岡市▽ 健康福祉まつり
小国会館③小国支所保健福祉課 95-5903

①８月28日▽ もちひとまつり・大花火大会
(日)②柏崎農協小国支所③小国支所産業課
内もちひとまつり・大花火大会実行委員会
事務局 95-5906
【小千谷市】
国指定重要無形民俗文化財｢牛の角突き｣▽

①８月20日(日)13時～②白山運動公園多目
的広場隣接地（山谷）③商工観光課 83-3
512

①８月19日(金)～21日(日)▽ おぢやまつり
②本町ほか③商工観光課 83-3512
【和島村】

①８月16日(火)▽ わしままつり（第２部）
20時～②島崎地区③企画観光課 74-3111
【出雲崎町】

①８月６日(土)18▽ 出雲崎夕日コンサート
時～②天領の里イベント広場③夕日の会
78-2457

①８月14日(日)・15日▽ 第54回船まつり
(月)②出雲崎漁港内ほか③企画振興課 78
-2291

自 衛 官 募 集
試験の種類 資 格 受付期間 試験日

11月12日防衛大学校
・13日学生 高卒(見込み)

21歳未満の人
９月９日～ 11月５日防衛医科

30日 ・６日大学校学生

10月16日看 護 学 生 高卒(見込み)
24歳未満の人

９月23日航 空 学 生 高卒(見込み)
21歳未満の人

８月１日～
９月８日

一般曹候補 18歳以上

９月17日学生 24歳未満の人

曹 候 補 士

18歳以上 男:随時 男:後日発表
２等陸・海 27歳未満の人 女:８月１日 女:９月25日
・空士 ～９月８日 または26日

自衛隊長岡出張所 33-0256問合せ

杜
々
の
森｢

ア
ト
レ
と
ど｣

展
示
コ
ー
ナ
ー

▽
花
と
遊
ぼ
う
（
彩
の
会
）

８
／

〜

10
（水）

28
（日）

死者 傷者交通事故
６月 4件

17年累計 24件

1 人

1 人

4人

25人

～運転中は、携帯電話の電源を切るか、
マナーモードにして使用しないようにしましょう～



警
察
で
は
８
月
中
、
「
行
方
不
明

の
人
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
。家

族
や
知
り
合
い
の
人
で
、

○
外
出
し
た
ま
ま
行
方
不
明

○
単
身
赴
任
先
な
ど
か
ら
便
り
が
途

絶
え
た

な
ど
、
そ
の
後
の
消
息
が
分
か
ら
ず

困
っ
て
い
る
人
は
相
談
く
だ
さ
い
。

巡
回
相
談
所
（
９
時

分
〜

時
）

30

17

・
８
月
３
日

三
条
警
察
署

０
２

（水）

５
６
‐
３
３
‐
０
１
１
０

・
８
月
８
日

長
岡
警
察
署

‐

（月）

38

０
１
１
０

特
別
相
談
所
（
９
時
〜

時
）

17

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
を
開
設

・
８
月
中
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
県
警
察
本
部
鑑
識
課

０
２

５
‐
２
８
５
‐
０
１
１
０

サ
ン
ホ
ー
ム
で
は
、
利
用
者
の
ゆ

と
り
あ
る
暮
ら
し
へ
の
お
手
伝
い
の

で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

未
経
験
の
人
も
歓
迎
し
ま
す
。

話
し
・
趣
味
の
相
手
な
ど

内

容

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
（
自

そ
の
他

己
負
担
額
百
五
十
円
）
に
加
入
い

た
だ
き
ま
す
。

※
時
間
な
ど
、
詳
し
い
内
容
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

サ
ン
ホ
ー
ム
・
川
口

52

サ
ン
ホ
ー
ム

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

‐
０
１
５
１

毎
日
ど
こ
か
で
悲
惨
な
交
通
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
遭
い
困

っ
て
い
る
人
は
、
ま
ず
県
の
交
通
事

故
相
談
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
保
護
さ
れ
ま
す
。

８
月
９
日

・

日

、

と

き

（火）

23

（火）

い
ず
れ
も

時
〜

時

13

15

長
岡
地
域
振
興
局
（
長
岡

と
こ
ろ

市
四
郎
丸
町
１
７
３
‐
２
）

新
潟
県
交
通
事
故
相
談
所

問
合
せ０

２
５
‐
２
８
０
‐
５
７
５
０

県
交
通
事
故
相
談
所

巡

回

相

談

|||||| |||||(3) 広報とちお おしらせ版 17.7.18

お
り
な
す
の

パ
ソ
コ
ン
を

利
用
く
だ
さ
い

◆
子
ど
も
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放

子
ど
も
た
ち
に
、
パ
ソ
コ
ン

を
無
料
開
放
し
ま
す
。
夏
休
み

の
宿
題
な
ど
に
利
用
く
だ
さ
い
。

８
／
２

・
４

・

と

き

（火）

（木）

９

・

・

・

、

（火）

11
（木）

23
（火）

25
（木）

い
ず
れ
も
９
時
〜

時
12

市
内
の
小
・
中
学
生

対

象

◆
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
無
料
相
談

お
り
な
す
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
、
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
の
相
談
に
無
料
で
応

じ
ま
す
。

８
／
３

・

・

と

き

（水）

10
（水）

、
い
ず
れ
も

時
〜

24
（水）

19

21

時

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

相
談
内
容

電
子
メ
ー
ル
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
基
本
操
作

市
内
在
住
・
在
勤
の

対

象
人

印
刷
代
は
実
費

そ
の
他

※
い
ず
れ
も
申
込
み
は
不
要
で
す
。

夏
休
み
特
別
企
画

た
だ
し
、
パ
ソ
コ
ン
台
数
（
25

台
）
を
超
え
た
と
き
は
、
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

◆
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
成
講
座

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で
オ
リ
ジ

内

容
ナ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
、

世
界
に
一
つ
だ
け
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
作
り
ま
す
。

８
／
７

９
時
〜

と

き

（日）

16

時

人
（
先
着
順
）

定

員

20千
円

受
講
料

◆
ア
ル
バ
ム
作
成
講
座

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で
各
自
デ

内

容
ザ
イ
ン
を
作
成
し
、
ラ
ミ
ネ

ー
ト
加
工
し
た
ア
ル
バ
ム
を

作
り
ま
す
。

８
／

９
時
〜

と

き

27
（土）

16

時

人
（
先
着
順
）

定

員

20千
円

受
講
料

※
い
ず
れ
の
講
座
も
、
受
講
料
の

ほ
か
に
材
料
費
が
必
要
で
す
。

※
受
講
者
が
少
な
い
と
き
は
、
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
催
７
日
前
ま
で

申
込
期
限

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お

問
合
せ

り
な
す

‐
１
３
３
１

51

パ
ソ
コ
ン
講
座

おりなす「てまりホール」を夜に見立て、
みんなで楽しく踊りましょう。
当日は、会場内に屋台を出店する予定で

す。
７月31日（日）13時～16時と き
お年寄りや子ども、育児の忙しい対 象

お母さんなど、どなたでも
無 料参加費
当日みんなを踊りの輪に誘導したその他

り、屋台などを手伝いをしたりするボラ
ンティアスタッフを募集します。

社会福祉協議会、老人クラブ連合協 賛
会、宮沢・泉区など

おりなす ５１‐１３３１問合せ

おりなす
みんな･みんなで

盆踊り

お
囃
子
に
乗
っ
て
楽
し
く
踊
る
参
加
者

毎週火曜日午後７時まで
証明書発行業務などを実施中

ところ：市役所２階 市民課・税務課の窓口

問合せ：市民課 52 5835,税務課 52 5837- -

市
は
、
１
歳
か
ら
６
歳
の
就
学
前

幼
児
の
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。現

在
交
付
済
み
の
幼
児
医
療
費
受

給
者
証
は
、
８
月

日
を
過
ぎ
る
と

31

使
え
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

９
月
か
ら
の
受
給
資
格
を
継
続
す
る

に
は
、
新
た
に
申
請
手
続
き
が
必
要

で
す
。

該
当
す
る
人
に
は
、
７
月
中
に
申

請
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
保
健
予
防
係

問
合
せ

幼
児
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
手
続
き
は
早
め
に

‐
５
８
３
６

52
暑
い
夏
の
夜
、
昔
語
り
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

７
月

日

時
〜

時

と

き

29

（金）
19

20

分
30

文
化
セ
ン
タ
ー
「
和
室
」

と
こ
ろ

ね
ず
み
浄
土

な
ど

演

目

と
ち
お
か
た
り
べ
ろ
ば
た

出

演
教
室
・
講
座

と
ち
お
昔
語
り

「
夏
の
夜
語
り
」

会
、
栃
尾
東
小
学
校
昔
話
ク
ラ
ブ

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

天
体
を
い
ろ
い
ろ
な
望
遠
鏡
で
観

察
し
ま
す
。８

月
６
日

時

分
〜

と

き

（土）
19

30

時

分
（
曇
天
時
は
、

時

21

30

20

30

分
ま
で
）東

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
こ
ろ

ベ
タ
曇
り
、
雨
天
は
中
止
。

そ
の
他

パ
ソ
コ
ン
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
ビ

デ
オ
で
星
座
を
説
明
し
ま
す
。

星
空
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
金

問
合
せ

町
・
斎
藤
）

‐
２
７
８
４

52

栃
尾
市
・
長
岡
市
・
三
島
郡
の
中

学
生

人
が
、
日
ご
ろ
考
え
て
い
る

16

こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

８
月
９
日

時
〜

と

き

（火）
13

長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

無

料

入
場
料

長
岡
地
域
振
興
局
健
康
福

問
合
せ

祉
環
境
部

‐
４
９
３
７

33

そ
の
他

夏
の
天
体
観
察
会

わ
た
し
の
主
張地

区
大
会
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国保の保険証を更新します

まもなく、新しい保険証（１人１枚）が区長さ
んを通じて各家庭に届きます。記載内容に誤りが
ないか内容を確認してください。
◇今までの保険証

今までの保険証は７月３１日まで使用できま
す。８月１日以降は、はさみを入れて各自で廃
棄してください。
◇新しい保険証

新しい保険証が届いたら、名前や住所などに
誤りがないか確認し、８月１日から使用してく
ださい。新しい保険証は、交付年月日が「平成
１７年８月１日」、有効期限は平成１８年１月
１日に長岡市と合併するため、「平成１７年１
２月３１日まで」となっています。（一部の人
は、有効期限が異なります）
なお、今回の更新では保険証の色は昨年と変

わりません。
市民課国保年金係 ５２－５８３５問合せ

受
給
で
き
る
人

◇
①

歳
未
満
の
重
度
ま
た
は
中
度
の
心
身
障
害
児
を
監
護
し
て
い
る
父

20ま
た
は
母

②
①
の
障
害
児
を
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
（
同
居
、
監
護
、
生
計
維

持
）
す
る
人

◇

１
級

障
害
児
一
人
に
つ
き

月
額

五
〇
、
九
〇
〇
円

手
当
額

２
級

障
害
児
一
人
に
つ
き

月
額

三
三
、
九
〇
〇
円

○
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

は
、
受
給
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

受
給
で
き
る
人

◇

歳
未
満
で
あ
っ
て
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
い
重
度
の
障
害
が

20
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
児
童

◇

月
額

一
四
、
四
三
〇
円

支
給
額

○
受
給
者
が
施
設
に
入
所
し
た
と
き
は
、
受
給
資
格
が
無
く
な
り
ま
す
。

受
給
で
き
る
人

◇

歳
以
上
で
あ
っ
て
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
い
重
度
の
障
害
が

20
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人

◇

月
額

二
六
、
五
二
〇
円

支
給
額

○
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
受
給
資
格
が
無
く
な
り
ま
す
。

①
施
設
に
入
所
し
た
と
き

②
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
た
と
き

詳
し
い
内
容
は
保
健
福
祉
課
福
祉
係

‐
５
８
３
６

間
合
せ

52

ご
存
じ
で
す
か

障
害
児
・
障
害
者
の
各
種
手
当
て

特
別
児
童
扶
養
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

月曜日～金曜日 午前10時～午後７時(祝日は午後５時まで)

土曜日・日曜日 午前10時～午後５時 問合せ： 52-2020

公民館図書室は
８月31日まで休まず開館します
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そ
ろ
い
の
浴
衣
姿
や
仮
装
で
、
栃
尾
甚
句
を
踊
る

大
民
踊
流
し
。
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
、
皆
さ
ん
も
一

緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
。

無

料

参
加
費

人
以
上
の
団
体
と
し
、
団
体
の
規
模
に

参
加
賞

10

よ
り
参
加
賞
を
授
与

※
個
人
参
加
の
場
合
は
申
込
み
不
要

時
代
や
地
域
柄
を
反
映
し
た
仮
装
と
手
作
り
の
山

車
で
、
市
街
地
を
練
り
歩
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

無

料

参
加
費

参
加
賞
お
よ
び
各
賞
を
授
与

表

彰
大
民
踊
流
し
、
仁
和
賀
行
進
、
全
日
本
樽
み
こ

し
綱
引
き
選
手
権
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

今
年
で

回
目
を
迎
え
、
栃
尾
市
と
し
て
最
後
と
な
る
夏
の
大
イ
ベ
ン

51

ト
「
と
ち
お
祭
」
を
、
８
月

日
と

日
の
二
日
間
開
催
し
ま
す
。
町
内

27

28

会
や
青
年
会
、
婦
人
会
、
事
業
所
な
ど
で
祭
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

７
月

日

ま
で
に
観
光
協
会

‐
１
１
９
５

申
込
み

31

（日）

51

観光協会では、とちお祭に協力いただけるボ
ランティアを募集しています。

８月27日(土)９時～11時、15時～16時と き
※どちらか一方でも可

テントや机などの設置・撤収など内 容
観光協会 ５１‐１１９５申込み・問合せ

☆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト

時
〜

時

分

出
雲
通
り

13

15

30

※
味
の
テ
ン
ト
村

時
〜

時

分

11

15

30

☆
大
民
踊
流
し

時
〜

時

谷
内
一
〜
滝
の
下
町

19

21

☆
み
こ
し
渡
御

と

ぎ

ょ

時
〜

時

分

谷
内
通
り

21

22

10

☆
仁
和
賀
行
進

時

分
〜

時

中
央
公
園
前
〜

11

30

14

出
雲
通
り
〜
谷
内
通
り
の
巡
回

☆
全
日
本
樽
み
こ
し
綱
引
き
選
手

権
大
会

時
〜

時

分

中
央
公
園

14

17

30

☆
大
花
火
大
会

時

分
〜

時

分

19

30

21

30

観
覧
席

栃
尾
東
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

刈
谷
田
橋
〜
栄
橋
間
道
路
、
栄
橋

〜
巻
渕
橋
間
道
路

五
千
円
（
申
込
み
時
に
納
入)

、
た
だ
し

参
加
費

子
供
の
部
は
無
料

チ
ー
ム
編
成

▽
男
子
の
部

選
手
８
人
以
内
で
合
計
体
重
が
580

㎏
以
下
（
男
女
混
合
可
）

▽
女
子
の
部

選
手
８
人
以
内
で
体
重
制
限
無
し

▽
子
供
の
部

選
手
８
人
以
内
で
体
重
制
限
無
し

参
加
賞
は
全
チ
ー
ム)

表

彰(

▽
男
子
の
部

優
勝
…

万
円
、
２
位
…
５
万
円
、

10

３
位
…
３
万
円

▽
女
子
の
部

優
勝
…
７
万
円
、
２
位
…
４
万
円
、

３
位
…
２
万
円

▽
子
供
の
部

３
位
ま
で
表
彰

大
き
な
声
援
を
受
け
て
、
力
い
っ
ぱ
い

綱
を
引
き
合
う
子
ど
も
た
ち

昨年のみこし渡御。勇壮な動きを披露した
東町区の東町神楽

とちお祭
ボランティア募集

月
９
日

（
行
列
は
、

開
催
日

10

（日）

時

分
〜

時

分
）

13

30

16

30

▽
巡
見
使
・
姫
・
代
官

募
集
人
員

・
佐
渡
奉
行
・
演
出
奉
行
・
重
立

…
各
１
人
▽
勘
定
方
・
中
臈
・
小

ち
ゅ
う
ろ
う

姓
…
各
２
人
▽
プ
ロ
殺
陣
師
と
チ

た

て

し

ャ
ン
バ
ラ
し
た
い
人
…
３
人
▽
腰

元
・
毛
槍
奴
・
御
金
箱
方
…
各
10

人
▽
侍
…

人
程
度
▽
町
娘
、
若

40

旦
那
風
衣
装
多
数

※
役
柄
に
よ
り
台
詞
な
ど
練
習
あ
り

せ

り

ふ

▽
衣
装
を
ま
と
い
、
練
り

内

容
歩
く
（
約
１
・
５
㎞
）
▽
記
念
と

し
て
集
合
・
個
人
写
真
な
ど
を
贈

呈
▽
詳
細
は
申
込
者
に
直
接
連
絡

８
月
５
日

ま
で

申
込
期
限

（金）
出
雲
崎
町
役
場

申
込
み
・
問
合
せ

企
画
振
興
課
内
実
行
委
員
会

78

‐
２
２
９
１

‐
４
４
８
３

あ
78

看
護
員
…
２
人

職
種
・
採
用
人
員

受
験
資
格

昭
和

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

40

61

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有
す

る
人
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
人

９
月
７
日

試
験
日

（水）

天
領
ま
つ
り

参
加
者
募
集

寺
泊
老
人
ホ
ー
ム

職
員
採
用
試
験

平
成

年
４
月
１
日

採
用
予
定
日

18

試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書
は
、

※
寺
泊
老
人
ホ
ー
ム
に
あ
り
ま
す
。

受
験
申
込
書
に

申
込
み
・
問
合
せ

よ
り
８
月

日

ま
で
に
〒
９
４

26

（金）

０
‐
２
５
０
２
三
島
郡
寺
泊
町
金

山
４
３
２
寺
泊
老
人
ホ
ー
ム

75

‐
２
０
３
８

地
震
、
台
風
、
豪
雨
、
豪

テ
ー
マ

雪
な
ど
の
自
然
災
害
を
対
象
に
し

た
「
防
災
」
に
関
す
る
も
の

①
小
学
校
低
・
中
学
年

応
募
区
分

（
幼
児
を
含
む
）
②
小
学
校
高
学

年
③
中
・
高
校
生
④
一
般

Ａ
３
判
以
上
Ａ
２
判
以

応
募
規
格

下
の
画
用
紙
ま
た
は
ケ
ン
ト
紙
と

し
、
画
材
、
色
数
は
自
由
。
応
募

区
分
①
は
標
語
な
し
で
も
可
。

８
月
１
日

〜

月

応
募
期
間

（月）

10

20

日

（
当
日
消
印
有
効
）

（木）

〒
１
６
３
‐
８
６
９
６
東

応
募
先

京
都
新
宿
郵
便
局
局
留
「
第

回
21

防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
事
務

局
」

応
募
区
分
ご
と
に
▽
防
災

表

彰
担
当
大
臣
賞
…
１
点
▽
防
災
週
間

推
進
協
議
会
会
長
賞
…
１
点
、
全

作
品
の
中
か
ら
▽
佳
作
…

点
程

10

度
▽
入
選
…
２
０
０
点
程
度

防
災
ポ
ス
タ
ーコ

ン
ク
ー
ル

内
閣
府
政
策
統
括
官
災
害

問
合
せ

予
防
担
当

０
３
‐
３
５
０
３
‐

９
３
９
４

…
７
月

受
付
期
間

▽
学
校
学
生

19

▽
大
学
校
学

日

〜
８
月
２
日

（火）

（火）

…
８
月

日

〜
９
月
６
日

生

25

（木）

（火）

採
用
予
定
数

…
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム

学
校
学
生

課
程
約

人
、
情
報
シ
ス
テ
ム

50

課
程
約

人
、
海
洋
科
学
課
程

20

約
５
人
、
航
空
課
程
約

人
10

…
約

人

大
学
校
学
生

45

昭
和

年
４
月
２
日

受
験
資
格

57

（
大
学
校
学
生
は
昭
和

年
４
月

60

２
日
）
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
（
中

高
一
貫
教
育
を
行
う
学
校
）
を
卒

業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

②
高
専
の
第
３
学
年
課
程
を
修
了
し

た
人
ま
た
は
修
了
見
込
み
の
人

③
高
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
（
廃
止

前
の
大
学
入
学
資
格
検
定
を
含

む
）
に
合
格
し
た
人
な
ど
人
事
院

が
①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
人（

一
次
試
験
）

試
験
日

…
９
月

日

学
校
学
生

25

（日）

…

月

日

・

大
学
校
学
生

10

29

（土）

30

海
上
保
安
大
学
校
・

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

日
（日）
（
一
次
試
験
）

試
験
会
場

新
潟
市
ほ
か
全
国

カ
所

36入
校
と
同
時
に

身
分
お
よ
び
給
与

国
家
公
務
員
と
な
り
、
在
学
中
は

月
額
約
十
四
万
円
を
支
給

〒
９
５
０
‐
８

申
込
み
・
問
合
せ

５
４
３
新
潟
市
万
代
２
‐
２
‐
１

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部

人
事
課

０
２
５
‐
２
４
４
‐
４

１
５
１
内
線
２
１
３
４

新
潟
県
肢
体
不
自
由
児
協
会

（財） ふ
れ
愛
作
品
展

で
は
、
障
害
児
者
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
た
め
、
ふ
れ
愛
作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。①

８
月
６
日

〜

日

と

き

（土）

19

（金）

②
８
月

日

〜

日

23

（火）

30

（火）

①
新
潟
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ

と
こ
ろ

(

新
潟
市
亀
田
向
陽
１
‐
９
‐
１)

②
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

ア
ト
リ
ウ
ム
（
新

21

潟
市
西
堀
通
６
‐
８
６
６
）

全
国
肢
体
不
自
由
児
者

展
示
作
品

の
美
術
展
入
賞
作
品
、
県
内
の
肢

体
不
自
由
児
者
の
美
術
作
品
、
障

害
の
な
い
児
童
の
絵
手
紙

新
潟
県
肢
体
不
自
由
児

問
合
せ

（財）

協
会

０
２
５
‐
２
８
５
‐
５
５

１
１

広報とちお おしらせ版 17.7.18 (4)|||||| |||||

献血ルームに行こう！
～特に平日のご協力をお願いします～

安全で安心な血液を毎日届けるため、平日の
400ml献血、成分献血の協力をお願いします。
長岡きたまち献血ルームは、12月31日と１月

１日を除き毎日開設しています。
9:30～17:00受付時間

０１２０－０５６－３３９い

毎週日曜日
住民票・印鑑登録証明書を発行

と き：毎週日曜日の９時～正午(午前中のみ)

ところ：文化センター１階公民館 問合せ：市民課 52 5835-



た
ば
こ
は
、
吸
っ
て
い
る
人
は
も

ち
ろ
ん
、
周
り
の
吸
わ
な
い
人
の
健

康
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

禁
煙
や
分
煙
の
推
進
を
普
及
啓
発

す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

県
内
の
小
・
中
学
生
、

応
募
資
格

高
校
生
お
よ
び
一
般画

材
・
色
彩
は

応
募
作
品
の
規
格

自
由
。
た
だ
し
用
紙
の
大
き
さ
は
、

四
つ
切
画
用
紙
（

㎝
×

㎝
）

38

54

を
必
ず
横
長
に
使
用
し
、
「
だ
れ

も
が
過
ご
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
た
め
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
場

所
に
お
け
る
禁
煙
や
分
煙
を
す
す

め
よ
う

」
を
訴
え
る
内
容
の
標

語
を
入
れ
る
こ
と

小
１
〜
３
年
、
小
４
〜
６

表

彰
年
、
中
学
校
、
高
校
お
よ
び
一
般

の
各
部
門
ご
と
に
審
査
し
、
最
優

秀
賞
と
優
秀
賞
、
佳
作
を
贈
る

月

日

・

日

に

そ
の
他

10

29

（土）

30

（日）

開
催
す
る
「
健
康
づ
く
り
県
民
大

会
」
で
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

禁
煙
ポ
ス
タ
ー

作
品
募
集

９
月
９
日

ま
で

応
募
・
問
合
せ

（金）

に
〒
９
５
０
‐
８
５
７
０
（
住
所

は
不
要
）
県
福
祉
保
健
部
健
康
対

策
課
内
健
康
づ
く
り
県
民
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局

０
２
５
‐
２

８
５
‐
５
５
１
１
内
線
２
６
６
８

き
の
こ
を
使
っ
た
新
し

応
募
資
格

い
料
理
方
法
を
実
践
し
て
い
る
個

人
お
よ
び
団
体
な
ど

県
内
産
き
の
こ
を
使
っ

募
集
作
品

た
料
理
で
、
ア
イ
デ
ア
が
斬
新
で
、

お
い
し
く
、
料
理
が
し
や
す
く
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
も
の
。

た
だ
し
、
分
量
お
よ
び
経
費
は
４

人
分
で
二
千
円
以
内

提
案
書
に
完
成
品
の
写

応
募
方
法

真
を
添
付
し
提
出

９
月
２
日

必
着

応
募
期
限

（金）

▽
書
類
審
査
…
専
門
家

審
査
方
法

に
よ
り
８
点
を
書
類
選
考
▽
実
演

審
査
…
書
類
選
考
さ
れ
た
８
点
の

応
募
者
に
よ
る
実
演
競
技

▽
最
優
秀
賞
（
知
事
賞
）

表

彰
…
１
点
（
全
国
大
会
に
推
薦
）
▽

優
秀
賞
…
２
点
▽
ア
イ
デ
ア
賞
…

２
点

〒
９
５
０
‐
８

応
募
先
・
問
合
せ

５
７
０
（
住
所
は
不
要
）
新
潟
県

農
林
水
産
部
食
品
・
流
通
課
消
費

に
い
が
た
き
の
こ
料
理

コ
ン
ク
ー
ル

拡
大
係

０
２
５
‐
２
８
５
‐
５

５
１
１
内
線
２
９
５
２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
い
が
た
で
は
、
女
性

へ
の
暴
力
や
夫
婦
・
家
族
の
関
係
な

ど
で
悩
ん
で
い
る
女
性
の
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、
い
つ
で
も
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
５
‐
２
０
１
‐
４
５
５
６

０
２
５
‐
２
０
１
‐
４
５
５
７

あ
受
付
時
間

▽
月
曜
・
金
曜
日
…

時
〜

時

13

16

▽
水
曜
日
…

時
〜

時

19

21

※
緊
急
の
場
合
や
継
続
的
な
サ
ポ
ー

ト
は
、
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
で
は
、
第
２
学
期
（
10

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

同
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
４
年
制
の
通
信

制
大
学
で
す
。

県
内
で
は
、
現
在
約
千
六
百
名
の

学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

放
送
大
学
学
生
募
集

ウ
ィ
メ
ン
ズ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

募
集
期
間

６
月

日

〜
８
月

日

15

（水）

31

（水）

募
集
す
る
学
生
の
種
類

▽
教
養
学
部

卒
業
を
目
指
す
学
生

全
科
履
修
生
…

１
年
間
在
学
す
る
学
生

選
科
履
修
生
…

１
学
期
間(

６
カ
月)

科
目
履
修
生
…

在
学
す
る
学
生

▽
大
学
院

修
士
全
科
生
…
修
士
の
学
位
取
得

を
目
指
す
学
生

１
学
期
間(

６
カ
月)

修
士
科
目
生
…

在
学
す
る
学
生

い
ず
れ
も
入
学
料
、
授
業

学

費
料
が
必
要
で
す
。

資
料
請
求
・
問
合
せ

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

０
２
５
‐
２
２
８
‐
２
６
５
１

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
年
中
無
休
）

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
は
、
中
高
年
の
人
に
役
立
つ
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
５
０

７
月

日
〜
８
月
１
日

19
身
近
な
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
は
少

額
訴
訟
制
度
を
利
用
し
よ
う

８
月
２
日
〜

日
16

夏
バ
テ
知
ら
ず
で
い
る
た
め

お
年
寄
り
のよ

ろ
ず
相
談

に
８
月

日
〜

日

17

31

借
金
の
支
払
い
が
難
し
く
な
っ

た
と
き
は

９
月
１
日
〜

日
14

上
手
に
ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う

９
月

日
〜

日

15

29

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
不
満
が

あ
る
と
き
は
ど
う
す
る
？

９
月

日
〜

30
地
域
の
茶
の
間
に
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
？

◆
よ
ろ
ず
相
談

お
年
寄
り
や
家
族
が
抱
え
る
悩
み

ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
無
料

で
お
受
け
し
て
ま
す
。

０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

◎
相
談
日
程

|||||| |||||(7) 広報とちお おしらせ版 17.7.18

相談種別 相談時間 相談日
よろず相談 9 00～17 00 毎週月～金曜日: :
専門相談(事前に予約が必要です)

毎週月曜日
法 律 13 30～16 00: :

第４木曜日
医 療 13 30～15 30 第１水曜日: :
心 14 00～16 00 第３水曜日: :

公的年金･保険 13 30～15 30 第１火曜日: :
税 金 10 00～12 00 第２金曜日: :
健康・介護 10 00～16 00 第２木曜日: :
※９月19日(祝)の法律相談は20日(火)に変更

Ｒ
２
９
０
と
ち
お｣

道
の
駅｢

休
憩
コ
ー
ナ
ー

○
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
展

）

（
彩
の
会

８
／
６

〜
（土）

17
（水）

山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

関
連
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
、
標
語

お
よ
び
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ

…
山
地
災
害
の
防
止
、
治
山

▽
標
語

事
業
の
効
果
、
防
災
意
識
の
高
揚

な
ど
を
広
く
国
民
に
呼
び
か
け
る

も
の
。…

山
地
災
害
の
状
況
、
防
災

▽
写
真

パ
ト
ロ
ー
ル
や
避
難
訓
練
、
関
連

施
設
な
ど
山
地
災
害
に
関
連
の
あ

る
も
の
。９

月

日

締

切

20

（火）

〒
１
０
０
‐
０
０
１
４
東

応
募
先

京
都
千
代
田
区
永
田
町
２
‐
４
‐

３

日
本
治
山
治
水
協
会
標
語
及

（社）
び
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
係

※
募
集
要
綱
な
ど
、
詳
し
い
資
料
は

農
林
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

農
林
課
林
政
係

‐
５

問
合
せ

52

年
度
山
地
災
害
防
止
標
語

17・
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

文
化
セ
ン
タ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ち
お

○
写
真
展（

栃
尾
写
真
ク
ラ
ブ
）

８
／
７

〜
（日）

21
（日）

８
４
７

新
潟
県
警
察
で
は
、
情
熱
に
あ
ふ

れ
た
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

昭
和

年
４
月
２
日
か

受
験
資
格

53

ら
昭
和

年
４
月
１
日
ま
で
に
生

63

ま
れ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
を
除
く

①
四
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
人
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
人

②
県
人
事
委
員
会
が
①
と
同
等
と
認

め
る
人

９
月

日

新
潟
県
庁
、

試
験
日

18

（日）

長
岡
高
校
、
直
江
津
高
校

採
用
予
定
人
員

男
性
警
察
官
…

人
程
度

41

女
性
警
察
官
…
５
人
程
度

平
成

年
４
月
１
日

採
用
予
定
日

18８
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

15

（月）

で
に
栃
尾
警
察
署

‐
０
１
１

53

０
ま
た
は
駐
在
所

９
月
４
日

ま
で
、

時

と

き

（日）

10

〜

時
（
観
覧
券
の
販
売
は

時

18

17

分
ま
で
）

30

県
立
万
代
島
美
術
館

と
こ
ろ

県
立
万
代
島
美
術
館

「
地
球
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
」

警
察
官
Ｂ
募
集

大
人
…
三
百
円
、
高
校
・

観
覧
料

大
学
生
…
百
五
十
円
、
小
・
中
学

生
…
五
十
円

※

人
以
上
団
体
割
引
あ
り

20
※
土
・
日
・
祝
日
は
小
・
中
学
生
無

料

毎
週
月
曜
日

休
館
日

県
立
万
代
島
美
術
館

０

問
合
せ

２
５
‐
２
９
０
‐
６
６
５
５

無
料
の
耐
震
診
断
や
配
水
管
な
ど

の
点
検
を
き
っ
か
け
に
、
大
げ
さ
な

説
明
で
不
安
を
あ
お
り
、
高
額
な
家

の
補
修
工
事
な
ど
の
契
約
を
迫
る
、

点
検
商
法
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
、
欠
陥
が
指
摘
さ
れ
て
も
、

そ
の
場
で
結
論
を
出
さ
ず
、
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
意
に
訪
れ
「
耐
震
無
料
相
談
」

と
言
っ
て
簡
単
に
入
る
こ
と
の
で

き
な
い
場
所
に
入
り
、
欠
陥
を
指

摘
し
て
、
高
額
な
補
修
工
事
契
約

を
迫
る

○｢

水
道
局
の
方
か
ら
来
ま
し
た｣

と

役
所
か
ら
頼
ま
れ
た
よ
う
に
訪
れ
、

水
道
水
を
あ
た
か
も
汚
れ
た
水
で

あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ
て
浄
水
器

の
取
付
け
工
事
の
契
約
を
迫
る

問
合
せ

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

不
安
を
あ
お
る

点
検
商
法
に
注
意

ボ
イ
ラ
ー
の
安
全
衛
生
を
確
保
す

る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

９
月

日

９
時
〜

時

と

き

28

（水）

17

新
産
管
理
セ
ン
タ
ー
（
長

と
こ
ろ

岡
市
新
産
２
‐
１
‐
４
）

ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
（
一

対

象
級
・
二
級
）
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
取

扱
技
能
講
習
修
了
証
取
得
後
概
ね

５
年
以
上
経
過
し
た
人

▽
最
近
の
ボ
イ
ラ
ー
の
特

内

容
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
業
務

従
事
者
安
全
衛
生
教
育

徴
▽
関
係
法
令
改
正
の
概
要
▽
ボ

イ
ラ
ー
の
取
扱
と
保
守
管
理
▽
災

害
事
例
と
防
止
対
策

五
千
円

受
講
料

※
税
込
み
。
テ
キ
ス
ト
代
を
除
く

人
（
先
着
順
）

定

員

50

申
込
書
に
受
講

申
込
み
・
問
合
せ

料
を
添
え
て
（
持
参
ま
た
は
書
留

郵
便
）
〒
９
５
０
‐
０
９
６
５
新

潟
市
新
光
町
６
‐
４
ト
ラ
ッ
ク
会

館
４
Ｆ

日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟

（社）

支
部

０
２
５
‐
２
８
０
‐
０
１

０
０
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少年事件で被害を受けた人に
さまざまな制度が設けられています

●事件記録の閲覧・コピー
損害賠償を請求するなどの正当な理由がある場合、犯

罪の事実に関する部分の記録の閲覧・コピーを申し出る
ことができます。
●意見陳述

被害者の気持ちや事件について意見を述べるため、家
庭裁判所に意見の陳述を申し出ることができます。意見
を述べるには、次の３つの方法があります。
①審判の場で裁判官に対して
②審判以外の場で裁判官に対して
③審判以外の場で家庭裁判所調査官に対して
※どの方法で行うかは、裁判官が申し出た人の希望を踏
まえて決めます。

●審判結果などの通知
家庭裁判所から少年の審判結果などの通知を受けるこ

とを申し出ることができます。
新潟家庭裁判所 ０２５－２６６－３１７１問合せ

裁判所ホームページhttp://www.courts.go.jp/
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